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(Ａ)原著論文 

 Oue T, Inoue M, Yoneda A, Kubota A, Okuyama H, Kawahara H, Nishikawa M, Nakayama M, Kawa K：

Profile of neuroblastome detected by mass screening resected after observation without 

treatment : results of the Wait and See pilot study.  J Pediatr Surg. 40（2）：359-363，2005． 

 Oue T, Kubota A, Okuyama H, Kawahara H:Laparoscopic percutanous  

extra- peritoneal closure (LPEC) method for the exploration and treatment of inguinal hernia 

in girls. Pediatr Surg Int. 21（12）：964-968，2005． 

(Ｂ)学会発表 

＜国内学会＞ 

 宇野武治：右鼠径部広汎静脈瘤の１例．第 42回日本小児外科学会総会，幕張，2005年 6月 1日．（日本

小児外科学会雑誌 41（3）：480，2005．） 

 宇野武治，横森欣司，大植孝治，小田嶋貴之，郡司勇治，柏井良文，桃井真里子 Malignant rhabdoid 

tumor of the kidneyの１例．第 2回日本ウィルムス腫瘍スタディ（JWiTS）研究会，東京，2005年 2月

19日．  

 大植孝治：小児外科診療における創意と工夫．第 4回自治医科大学シンポジウム，南河内町，2005年 9

月 17日．  

 大植孝治，横森欣司，馬場勝尚，小宮山真美，高橋尚人，相原敏則：尿閉に対し，膀胱穿刺・造影により

膀胱カテーテルを留置した総排泄腔遺残の 1例．第 62回直腸肛門奇形研究会，新潟，2005年 11月 4

日．  

 大植孝治，横森欣司，宇野武治，小田嶋貴之，馬場勝尚，大和田倫孝，相原敏則：著明な腹部膨満をきた

した卵巣腫瘍の 1例．第 21回日本小児がん学会，宇都宮，2005年 11月 25日-26日．  

 大植孝治，横森欣司，宇野武治，小田嶋貴之，桃井真里子：腹壁破裂に広範囲小腸壊死を合併して生直後

に短腸症候群となり，在宅にて中心静脈栄養を施行している 6歳女児例 －自治医科大学における小児の

在宅治療の現状と問題点－ 第 13回栃木県代謝栄養懇話会，宇都宮，2005年 2月 24日．  

 大植孝治，横森欣司，宇野武治，小田嶋貴之，桃井真里子，郡司勇司，柏井良文：前縦隔に発生した悪性

リンパ腫の 3例．第 42回日本小児外科学会総会，幕張，2005年 6月 1日．（日本小児外科学会雑誌 41

（3）：554，2005．） 

 大植孝治，横森欣司，宇野武治，小田嶋貴之，桃井真里子，郡司勇司，柏井良文：摘出困難のため術前化

学療法，放射線療法を行った Wilms腫瘍の 2例．第 42回日本小児外科学会総会，幕張，2005年 6月 1日

-3日．（日本小児外科学会雑誌 41（3）：553，2005．） 

 大植孝治，横森欣司，宇野武治，小田嶋貴之，桃井真里子，郡司勇司，柏井良文：摘出困難のため術前化

学療法，放射線療法を行った Wilms腫瘍の 1例．日本 Wilms腫瘍スタディグループ研究会，東京，2005

年 2月 9日．  

 大植孝治，横森欣司，宇野武治，小田嶋貴之，桃井真里子，保科 優，郡司勇治：小児急性腹症 最近 1

年間の自験例の検討．第 104回日本小児外科学会栃木地方会 (日本小児科学会雑誌 109（7）：923，

2005） 

 馬場勝尚，横森欣司，大植孝治，宇野武治，小田嶋貴之，郡司勇治，柏井良文，桃井真里子，安田是和：

Beckwith-Wiedemann症候群と片側肥大に合併した肝芽腫の１例．第 21回日本小児がん学会，宇都宮，

2005年 11月 25日．  

 馬場勝尚，横森欣司，大植孝治，浅田京子：臍炎を契機に診断された臍腸管遺残の一例．第 40回日本小

児外科学会関東甲信越地方会，甲府，2005年 10月 29日. 

 横森欣司：サイラクティックメッシュシート代用合成布による臍帯ヘルニアサイロ造設術の経験．第 42

回日本小児外科学会総会，幕張，2005年 6月 1日．（日本小児外科学会雑誌 41（3）：410，2005．）. 

 



 横森欣司：小児外科におけるミニラパ手術の工夫について．第 4回自治医科大学シンポジウム，南河内

町，2005年 9月 17日．  

 横森欣司：臍 Sliding Window法による肥厚性幽門狭窄症 Ramstedt手術の試み．第 25回日本小児内視鏡

外科・手術手技研究会，新潟，2005年 11月 4日．  

 横森欣司：自治医科大学小児外科の現状と「とちぎ子ども医療センター」への展望について．第 13回地

域医療外科系連合会総会，大宮，2005年 11月 19 日. 

 横森欣司，大植孝治，馬場勝尚，浅田京子：臍 Sliding Window法による Ramstedt幽門筋切開術の経験．

 第 40回日本小児外科学会関東甲信越地方会，甲府，2005年 10月 29日．横森欣司，大植孝治，馬場勝

尚，浅田京子：臍 Sliding Window法による Ramstedt幽門筋切開術の経験．（ビデオ発表）第 25回日本

小児内視鏡外科・手術手技研究会，新潟，2005年 11月 4日．  

 

(Ｃ)著書・総説 

 横森欣司： 治療の新しい考え方】漏斗胸に対する新しい胸骨挙上術“Nuss 手術”の実際．東京小児科医

会報 24（1）：19-26，2005． 

 横森欣司：新生児外科診療の実際 新生児期の小児外科疾患とその予後．栃木県産婦人科医報 31（2）：

200-217，2005． 

 横森欣司：トピックス「シアトル留学に想う」．日本外科系連合学会雑誌，2005． 

 横森欣司：再発のない小児鼠径ヘルニアの手術．最新 アッペ・ヘモ・ヘルニア・下肢バリックスの手術，

金原出版，230-238，2005． 

 横森欣司：あとがき：小児固形異物：どう診断してどう対処するか？ 小児外科 37（8）：，2005． 

 横森欣司：編集後記．日本臨床外科学会雑誌 66（9）：271-272，2005． 

 米倉竹夫，山内勝治，小角卓也，野上隆司，八木 誠，大植孝治，窪田昭男：小児すい疾患－最近の話題 

すい芽腫（Pancreatoblastoma）． 小児外科 37（10）：1209-1217，2005． 

 

(Ｄ)その他 

 横森欣司：教育講演：小児腎腫瘍診療において陥りやすい Pitfallsとその対策． 第 21回日本小児がん学

会，宇都宮，2005年 11月 25日． 

 横森欣司：座長 「腫瘍 2」．第 42回日本小児外科学会総会，幕張，2005年 6月 3日． 

 横森欣司：総合座長．第 5回 Nuss手術法研究会，幕張，2005年 6月 4日． 

 横森欣司：小児外科領域における吊り上げ式腹腔鏡下手術の現状．東京都江戸川区産婦人科医会講演，東

京，2005年 1月 22日． 

 横森欣司：乳幼児に起こりうる小児外科疾患について．東京都世田谷区保育課研修会，東京，2005年 1月

24日． 

 横森欣司：新生児外科診療の実際－診断から手術および予後について．東京都江戸川区産婦人科医会講演，

東京，2005年 6月 15日． 
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